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１．一般国道１号 桑名東部拡幅の事業概要 

（１）事業目的 

 一般国道１号桑名東部拡幅は、三重県桑名市長島町又木を起点とし、同市北浜町に至る延長約３．９ｋｍの道路拡幅事業であ

り、災害に強い道路機能の確保、交通渋滞の緩和等を目的に計画された道路です。 

 桑名東部拡幅区間には、主要渋滞箇所（３箇所）や２０ｔ超過車両通行制限区間の存在等の課題があり、本事業は課題解決の

ために拡幅整備等を行うことで、災害に強い道路機能の確保、交通渋滞の緩和、物流効率化の支援等の効果を見込んでいます。 

くわな   とうぶ   かくふく 

－ １ － 
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１．一般国道１号 桑名東部拡幅の事業概要 

（２）計画概要 

 桑名東部拡幅は、昭和５１年度に事業化し、現在、伊勢大橋架替関連区間の工事を進めています。 

－ ２ － 

事業名 一般国道１号 桑名東部拡幅 

道路規格 第４種第１級 

設計速度 ６０ｋｍ/ｈ 

車線数 完成４車線 

都市計画決定 昭和６０年度 

事業化 昭和５１年度 

用地着手年度 昭和６３年度 

工事着手年度 平成１８年度 

延長 ３．９ｋｍ 

前回の再評価 平成２６年度（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ５１３億円 （２３億円増額） 

標 準 横 断 図  

凡 例 
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伊勢大橋架替関連区間 
２．１ｋｍ 

12.75

3.5

12.75

暫定型 完成型

3.5
0.5 0.750.50.75

3.5 3.53.0 3.0ああ ああ 7.0 ああ ああ 7.0 

２車線 ２車線 

土 工 部 
（単位：ｍ） 

橋 梁 部 

1.8 1.8

11.6

【整備前】 【整備後】 単位：ｍ

5.0 1.5 3.5 3.0 1.5 5.0

30.0

3.5 3.5 3.53.5
0.50.5

3.5 ああ ああ ああ ああ 7.0 7.0 

歩道 歩道 
２車線 ２車線 

ああ ああ （単位：ｍ） 

あ あ 30.0 



２．評価の視点 

① 災害に強い道路機能の確保 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ３ － 

■伊勢大橋は昭和９年度に竣工しており、雨水・塩害の影響による老朽化が進行しています。また、現在の橋は、南海トラフの
巨大地震により発生が想定される津波に対して脆弱な状況にあります。 

■伊勢大橋架け替え整備により、災害時の安心・安全と、防災拠点等を連絡する緊急輸送道路が確保されます。 

■伊勢大橋の老朽化 

■伊勢大橋の架替計画 

■緊急輸送道路ネットワーク 

出典：「三重県緊急輸送道路ネットワーク計画」（平成28年3月） 

上
流

下
流

南海トラフ地震による
想定される最大津波高

約5m上昇

約30m下流

最新の設計
安全性の向上

約
５
０
ｍ

約
２
５
ｍ

遊間異常（支承） 

腐食（横桁） 

橋梁塗装工事前の状況 

長島IC 

桑名東IC 

桑名IC 

三重県 

愛知県 

四日市JCT 

みえ川越IC 

みえ朝日IC 

湾岸桑名IC 

湾岸長島IC 

〈凡例〉 
    ：第１次緊急輸送道路   ：１次防災拠点 
    ：第２次緊急輸送道路   ：２次防災拠点 
    ：第３次緊急輸送道路   ：３次防災拠点 

弥富IC 
桑名東部拡幅 3.9㎞ 

計画高水位 



至名古屋

至名古屋

愛知県

三重県

至亀山

至桑名

至岐阜

至四日市

桑名東部拡幅 ３．９ｋｍ

２．評価の視点 

② 交通渋滞の緩和 

（１）事業の必要性等に関する視点 

■桑名東部拡幅区間における主要渋滞箇所・区間 

出典：「地域の主要渋滞箇所」 
（三重県道路交通渋滞対策推進協議会） 

■桑名東部拡幅区間におけるｋｍあたりの渋滞損失時間は依然として高く、三重県内の国道平均の約３．４倍に相当します。 

■平成２５年１月には、桑名東部拡幅区間における３交差点が主要渋滞箇所に選定されています。 

■本事業の整備により、旅行速度が向上することで渋滞損失時間が大幅に低下し、交通混雑緩和に寄与します。 

－ ４ － 

■桑名東部拡幅区間の渋滞損失時間削減効果 

■伊勢大橋西詰交差点の混雑状況 

13.1

0.08
0

5

10

15

現況（整備前） 整備後

渋
滞
損
失
時
間

［
万
人
時
間
／
年
㎞

］

速度向上により 
渋滞損失が 
大幅に低下 

至四日市 

至名古屋 

H29.02撮影 

※渋滞損失時間の算定方法 
 現 況：渋滞損失時間（H22データ） 
 整備後：交通量推計の整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率を現況値に乗じて算出 
 区 間：国道１号現道（押付交差点～桑名市北浜町） 

三重県内国道平均 
3.9 

約
３
．
４
倍

 

桑名東部拡幅 

高速道路 

一般国道 

主要地方道 

一般県道 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

凡 例 

主要渋滞箇所 

主要渋滞区間 

開通済 未開通 



2,420 2,438 2,472 2,573 2,528 2,453

2,358 2,502 2,551
2,610 2,663

2,546

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27

輸出 輸入

２．評価の視点 
（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ５ － 

③ 物流効率化の支援 

■国際海上コンテナではＩＳＯ規格コンテナ利用が増加しており、全国の国際海上コンテナ輸出量では約８割に達しています。 

■国際拠点港湾（四日市港・名古屋港）における外貿コンテナ貨物取扱量は増加傾向にありますが、本事業区間ではＩＳＯ規格
コンテナ（総重量２０ｔ超過車両）の輸送が制限されています。 

■伊勢大橋架け替え整備により、物流を支える幹線道路網が強化され、物流効率化を支援します。 

■ＩＳＯ規格コンテナ（総重量２０t超過車両）の走行規制区間 ■国際海上コンテナ輸出量（全国） ■外貿コンテナ取扱量の推移 
 （国際拠点港湾：四日市港＋名古屋港） 

２０ｆｔ ４０ｆｔ 
出典：国際海上コンテナの陸上における安全輸送ガイドライン 

出典：物流センサス-3日間調査結果（Ｈ２２年） 

［ＩＳＯ規格海上コンテナ積載トレーラー］ 

［国際海上コンテナ規格別輸出量割合］ 

ＩＳＯ規格 
コンテナ割合 

約８割 

四日市港 

名古屋港 

長島IC 

桑名東IC 

桑名IC 

三重県 

愛知県 

四日市JCT 

みえ川越IC 

みえ朝日IC 

湾岸桑名IC 

湾岸長島IC 

弥富IC 

名古屋西JCT 

桑名東部拡幅 3.9km 

〈凡例〉 
    ：２０ｔ超過車両の自由走行不可 

    ：高速道路 
    ：一般国道 
    ：その他道路 

弥富木曽岬IC 

湾岸弥富IC 飛島IC 

蟹江IC 

出典：四日市港統計年報、名古屋港統計年報 

万トン 



川越町川越町川越町川越町川越町川越町川越町川越町川越町

いなべ市いなべ市いなべ市いなべ市いなべ市いなべ市いなべ市いなべ市いなべ市

弥富市弥富市弥富市弥富市弥富市弥富市弥富市弥富市弥富市

桑名市桑名市桑名市桑名市桑名市桑名市桑名市桑名市桑名市

木曽岬町木曽岬町木曽岬町木曽岬町木曽岬町木曽岬町木曽岬町木曽岬町木曽岬町

東員町東員町東員町東員町東員町東員町東員町東員町東員町

朝日町朝日町朝日町朝日町朝日町朝日町朝日町朝日町朝日町

２．評価の視点 
（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ６ － 

④ ストック効果事例：観光振興の支援 

■桑名市は、観光入込客数が三重県内第１位で、集客力の高い観光施設や歴史・文化関連の観光資源が点在しています。 

■本事業の整備により、揖斐・長良川渡河断面の円滑性を確保し、観光周遊性の向上を支援します。 

■桑名市の主要な観光資源 ■三重県内の市町別観光入込客数（Ｈ２７） 

桑名市

26.3%

伊勢市

25.7%鈴鹿市

6.9%

鳥羽市

6.6%

志摩市

5.4%

その他市町

29.1%
三重県 

観光入込客数 
H27＝６８９万人 

順位 観光地 市町 
H27観光入込客数 

（万人） 

１ ナガシマリゾート 桑名市 1,515 

２ 伊勢神宮【内宮・外宮】 伊勢市 838 

３ おかげ横丁 伊勢市 524 

４ 鈴鹿サーキット 鈴鹿市 208 

５ 鳥羽市旅館街 鳥羽市 188 

６ 湯の山温泉 菰野町 179 

７ 二見興玉神社 伊勢市 172 

８ 椿大神社 鈴鹿市 145 

９ 多度大社 桑名市 144 

１０ 志摩スペイン村 志摩市 128 

■三重県内の観光地別観光入込客数（Ｈ２７） 

観光入込客数が 
県内第１位 

凡 例 

 

 

 

ナガシマリゾート 
（複合型観光施設） 

多度大社 

六華苑・九華公園 等 

桑名石取祭（春日神社） 
※2016.11 
 ﾕﾈｽｺ無形文化遺産に登録 

桑名東部拡幅 3.9km 
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伊勢大橋架替関連区間
２．１ｋｍ

３．事業の進捗及び見込みの視点 
事業の進捗の見込み状況 

■伊勢大橋架替関連区間（延長２．１ｋｍ）については、早期開通に向けて工事を推進します。 

－ ７ － 

三重県 

国道1号 
桑名東部拡幅 

区間 桑名東部拡幅 

備考 

【用地取得率】 
６１％ ⇒ ６１％ 
（平成２５年度末 ⇒ 平成２８年度末） 
【事業進捗率】 
１９％ ⇒ ３７％ 
（平成２５年度末 ⇒ 平成２８年度末） 

凡 例 

桑名東部拡幅 

高速道路 

一般国道 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 

開通済 未開通 
主要地方道 

一般県道 開通済 未開通 



至 四日市 

← 長良川 

至 名古屋 至 名古屋 

至 四日市 

← 長良川 

至 四日市 

← 揖斐川 

至 名古屋 至 名古屋 

至 四日市 

３．事業の進捗及び見込みの視点 

事業進捗状況 

－ ８ － 

区間 事業の進捗状況 

伊勢大橋 
架替関連区間 

当該区間において、改良工事及び橋梁
下部工事を推進中 

[工事進捗状況：写真①] 長良川下部工事の状況 起点側より終点側を望む 

H27.7撮影 

[工事進捗状況：写真②] 揖斐川下部工事の状況 起点側より終点側を望む 

H28.6撮影 

H27.2撮影 H28.11撮影 

凡例 
     ：桑名東部拡幅 
     ：高速道路 
     ：一般国道 

伊勢大橋架替関連区間 
2.1km 

桑名東部拡幅 3.9km （
（
起
点
）
三
重
県
桑
名
市
長
島
町
又
木 

（
（
終
点
）
三
重
県
桑
名
市
北
浜
町 

長島IC 

桑名東IC 

み
え
け
ん 

 

く
わ
な
し 

 

な
が
し
ま
ち
ょ
う
ま
た
ぎ 

み
え
け
ん 

 

く
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な
し 

 

き
た
は
ま
ち
ょ
う 



４．事業費の見直しについて 
■事業費増加の要因 

－ ９ － 

  ・河川内の下部工施工方法の変更         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・             ２３億円増 

事業費増額の要因 増額 

①河川内の下部工施工方法の変更 

 

・当該事業の下部工は河川内に位置するものが多く、非出水期（10月～5月）に工事を完了させる必要が 

 あることから、昼間及び夜間での施工が伴う事業 

・当初、下部工施工方法として、経済的な台船・仮設構台による施工を採用 

・施工に先立ち実施した地元関係者との協議、有識者を含めた議論を踏まえ、台船・仮設構台による夜間

照明が魚類（ニホンウナギ、サツキマス、シラウオ等）の生息環境に及ぼす影響を低減するため、同工

法を仮桟橋・仮設構台による施工に変更 

 

２３億円 



台船・仮設構台施工（当初） 仮桟橋・仮設構台施工（変更） 

平 

面 

図 

照明 
範囲 216,000m2 45,000m2 

４．事業費の見直しについて 
■事業費増加の要因 

①河川内の下部工施工方法の変更 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２３億円 

－ １０ － 

 

 

 

　　　

 
 
 
 

　　　

 
 
 
 

揖 斐 川 

積
出
桟
橋 

積
出
桟
橋 

仮設構台 

P2 P3 P4 P5 P6 P7 P11 P12 P13 P14 A1 P1 P8 P15 A2 P9 P10 

長 良 川 

旧橋 

新橋 

P2 P3 P4 P5 P6 P7 P11 P12 P13 

仮桟橋 

A1 P1 P8 P15 A2 P9 P10 P14 

長 良 川 揖 斐 川 

旧橋 

新橋 

仮設構台 

■当該事業の下部工は河川内に位置するものが多く、非出水期（10月～5月）に工事を完了させる必要があることから
昼間及び夜間での施工が伴う事業 

■当初、下部工施工方法として、経済的な台船・仮設構台による施工を採用 

■施工に先立ち実施した地元関係者との協議、有識者を含めた議論を踏まえ、台船・仮設構台による夜間照明が魚類
（ニホンウナギ、サツキマス、シラウオ等）の生息環境に及ぼす影響を低減するため、同工法を仮桟橋・仮設構台に
よる施工に変更 

凡   例 

対象橋脚 長良川（P2～P7）、揖斐川（P11～P14） 

台船の動き 

夜間照明範囲 
明るさ（ルクス） 明るさの目安 

100 町の街灯 

凡   例 

対象橋脚 長良川（P2～P7）、揖斐川（P11～P14） 

夜間照明範囲 
明るさ（ルクス） 明るさの目安 

100 町の街灯 



５．費用対効果 
３便益による事業の投資効果 

 

 

 

 

 

 

 

【前回再評価時からの変更点】 

      １．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２９） ２．事業費の増加による変更 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 

※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ 

事業費 ＋ 維持管理費 

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故削減便益 

【事業全体】 

【残事業】 

－ １１ － 

○費用便益分析（B/C）について 

事業箇所名 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 
前回評価時 

B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計 

一般国道１号 

桑名東部拡幅 
590 68 1.0 659 524 11 535 1.2 1.2 

事業箇所名 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 
前回評価時 

B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計 

一般国道１号 

桑名東部拡幅 
590 68 1.0 659 238 11 249 2.6 1.7 

く わ な と う ぶ か く ふ く 

く わ な と う ぶ か く ふ く 



■一般国道１号桑名東部拡幅は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、 
 交通渋滞の緩和、物流効率化や災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以 
 降、地域の課題に大きな変化は無いことから、現計画が最も最適であると考えます。 
 

－ １２ － 

６．代替案立案等の可能性の視点 

７．県・政令市への意見聴取結果 

８．対応方針（原案） 
■一般国道１号桑名東部拡幅の事業を継続する。 

■三重県の意見 
 対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。 
 本事業は、老朽化著しい伊勢大橋の架け替えとあわせて、国道１号の交通渋滞の緩和、災害に強い道路機能の確保 
 及び物流効率化や観光振興の支援を図るための重要な４車線化事業です。今後も引き続き、本件と十分な調整をし 
 ていただき、早期４車線化に向けた事業の推進をお願いいたします。 

くわな  と うぶか くふ く 

くわな  と うぶか くふ く 
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